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東京都千代田区九段南３－８－１１ 飛栄九段ビル８Ｆ 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今年度
の定時総会は、会場へ実際に来場するのではなく、
事前に会員に審議案件・総会資料を郵送。書面によ
る議決権行使をいただくスタイルで実施した。 
 議決権のある社員の総数２１６名（総社員の議決権
数９８４５個）、出席社員数は１４４名（出席社員の議
決権数８２６６個）。これにより総会は適法に成立
となった。なお、定款２０条２項に基づく議事録署
名人は、柴田健理事、上山辰美理事。 
 

一般社団法人 日本アミューズメント産業協会 
「２０２０年度定時総会」（書面決議） 

ＴＥＬ０３－６２７２－９０３０（代表） 
〒１０２-００７４ 

昨年の総会会場 

info@jaia.jp 

【第１号議案】 
２０１９年度事業報告決算報告及び監査報告承認の件 
 「貸借対照表」「正味財産増減計画書」「貸借対照表及
び正味財産増減計画書の付属書類（財産目録を含む）」
について、異議なく承認可決された。 
【第２号議案】 
任期満了に伴う役員選任の件 
 理事会から推薦されている理事及び監事候補者につ 

 

いて、全 24名の選任が決議された。 
【報告事項】 
２０２０年度事業計画及び収支予算の件 
 ２０２０年４月１日～２０２１年３月３１日における事業計画
（２～３ページに掲載）及び収支予算について説明された。 
※総会終了後、新役員による理事会を書面にて実施
し、正副会長、専務理事、常務理事の選任を行った。
新役員は５ページ参照。 

「ゲームセンター」の新型コロナウイルス感染症対策と 
風適法との関係について 

新型コロナウイルス感染症対策のため、飛沫感染を防ぐ措置として、ゲームセンターおけるガイドライン等で
「遮蔽板」などにより隣接距離を保つことなどを行っておりますが、その対策と風適法で定められている条項
との関係について、このたび協会本部より当局に問い合わせ、下記のような指針（回答）をいただきました。 

 ① 遮蔽板等を営業所に設置する場合は、構造及び設備
の技術上の基準を満たすか確認を行ったり、法第９
条第１項の承認、第３項の届出等の手続きが必要にな
ると考えられますが、今般のコロナウイルスの関係
で、当庁では次のような特例措置を設けております。 

   新型コロナウイルス感染症対策として風俗営業及
び特定遊興飲食店営業の営業所にアクリル板等 

   
 

   を設置する場合は、次に掲げる要件のすべてに
該当する場合に限り、法第９条第１項の承認及び
第３項の届出（法第３１条の２３で準用する場合を
含む）を要しない扱いとする。 
ア 客席内部の見通しを防げるものではないこ

と（素材が無色透明であること） 
イ 営業所の壁等の工事をすることなく設置で

き、撤去がくぇ容易なものであること 
これに該当するか判断に迷う場合は、管轄警察署
にお問い合わせください。 

②ゲーム機の筐体に遮蔽板を直接貼り付けて固定する
場合に関し、ゲーム機の筐体に直接貼り付けて固定
する遮蔽板については、ゲーム機の筐体寸法内（遮
蔽版の厚みは除く）に収まるものであれば、透明であ
るか否かを問わず変更届は必要なしと考えます。 

＜ゲーム機の間引き対応の場合＞ 
 飛沫感染対策として、ゲーム機間に隣接距離間の確
保を行う場合には、変更届の必要なしと考えます。 

（風適法解釈運用基準第１７の１の（３）④ 届出を要
しない変更） 



 

 
 
１．アミューズメント産業に関する調査研究及び業界統計の
作成 
（１）景品提供営業のあり方に関する調査研究（ＡＭプライズ
委員会） 
消費者に適正な景品を適切な方法で提供することを目的と
して、次の事業を行う。 
①「景品提供営業のガイドライン」、及び「景品安全確保ガイド
ライン」等の広告掲載を行うなど周知徹底を図り、景品提
供営業の適正化を推進する。 

②消費者に適正な景品を提供するため、業界としての適正景
品を規定し、該当する旨を表示する「アミューズメントプラ
イズマーク制度」の事業を行う。 

③オンラインクレーンゲームの適切な運営に向け、情報収集
を行うとともに啓もう活動を行う。 

（２）知的財産の確立に関する調査研究（調査・統計部会） 
①会員の有する知的財産権の確立、及び保護を目的として特
許・意匠等の登録出願の際に必要となる上映・商標の使用
等、証明書の発行を行い、会員の知的財産権の確立に協力
する。 

②会員相互の知的財産権に係わる国内外問題を支援するた
め、研修会・勉強会等の実施に向けた取り組みを行う。 

③会員の商品開発及びこれに伴う技術開発に関する情報の
蓄積に資するため、業界誌等による情報収集を行うととも
に、会員がいつでも閲覧できる環境を整備する。 

（３）ＡＭ機の健全化及び啓蒙に関する調査研究〈倫理基準の
運用〉（倫理委員会） 
①アミューズメントマシンの健全性を保ち、消費者に適正な
マシンを提供するため、表示マーク制度を「健全化を阻害
する機械基準」に基づいて運用し、健全な機械の製造、販
売及びオペレーションが適切に行われるよう表示マーク
制度の啓蒙活動を行う。 

 また、業務用ＶＲ機器等における映像表現について検討を
行うとともに、必要に応じ機械基準の見直しを行う。 

②ジャパン アミューズメント エキスポ等の機会を利用して、
表示マーク制度の業界内外への啓蒙活動を行う。 

③アミューズメント施設への「健全化を阻害する機械基準」の
啓蒙活動を行う。 

 
２．アミューズメント産業に関する技術の開発研究・標準化の
推進 
（１）関係法令等の検討作業への協力（ＡＭ技術委員会） 
安全・安心なアミューズメントマシンを消費者に提供するため、
国が行う技術的な関係法規や基準等の検討を行う各種委員
会に委員を派遣し、検討作業に協力するとともに、会員企業に
速やかに情報提供を行う。 

（２）ＪＩＳ企画の策定事業（ＡＭ技術委員会―ＪＩＳ検討分科会） 
 当協会において改正発行を行い平成３０年５月に国の整合規
格に採用されたＪＩＳ規格「家庭用及びこれに類する電気機器
の安全性―第２-８２部：サービス機器及びアミューズメント機
器の個別要求事項」について、安全性の確保と国際規格との
整合性を維持すべく、関係機関と協調して情報収集等を行う
とともに、必要に応じてこれに関連した協会独自のガイドライ
ンの見直し作業を行う。 

 
３．アミューズメント産業に関する情報の収集及び提供 
（１）アミューズメント文化の振興〈業界プロモーション、アミュ
ーズメント産業情報の収集、協会機関紙等による情報発信、
ＨＰコンテンツ拡充、ゲームの日運営、業界統計調査〉（調査
統計部会―統計調査特別委員会／広報活動部会／キャッシ
ュレス決済推進特別委員会） 
①アミューズメント業界の楽しさや、現状を広く一般に理解し
てもらうため、協会ホームページを活用した業界プロモ
ーション活動を実施する。「ＪＡＩＡホームページ（ＵＲＬ＝

http://www.jaia.jp）」を運営し、世界に向け発信する。 
また、各種メディアでの業界関連記事を増やすことを目的
に、統計資料や業界トピック等のコンテンツをマスコミ向け
に提供し、業界の話題の露出増加を図り、最終的には消費
者のアミューズメント産業への理解促進につながるよう
活動を行う。 

②消費者に適切なアミューズメント機器を提供するため、行
政機関や関連団体等からの各種情報の収集に努めるとと
もに、会員への周知徹底を図る。 

③消費者に対し、アミューズメント機器の楽しさや、アミュー
ズメント業界の現状を広く一般に理解してもらうため、展示
会等の機会を利用してマスコミに向けた業界動向、協会活
動等についての情報発信を行う。 

④協会ホームページ等を通じて、省庁からの連絡等をはじめ
とした各種情報の提供を速やかに行い、会員の事業推進の
サポートを行う。特に本年は新型コロナウイルスの感染拡
大によるアミューズメント業界への影響を軽減するため、
国の施策等を速やかに発信する。 

⑤協会広報紙「ＪＡＩＡプレス」を発行し、ＪＡＩＡの活動内容及び
アミューズメント業界に関する時宜にあった情報提供を積
極的に行う。 

⑥消費者を対象とした「ゲームの日」等の一般参加型のイベ
ントを実施し、国民の余暇活動の充実を図る。 

⑦アミューズメント業界のキャッシュレス化に向けた調査研究
を行い、速やかな導入を進めることで消費税の適正な転
嫁を図る。 

⑧長期に亘り低迷を続けるメダルゲームジャンルについて
調査研究を行い、ジャンルのてこ入れを図るとともに、活
性化を行う。 

⑨アミューズメント産業の一層の発展に資することを目的と
して、年１回の実態調査を行い、アミューズメント産業界の
現状を精査する。また、得られた調査結果を「実態調査報告
書」としてまとめ、業界内外に提供して、業界理解の促進に
努める。 

⑩アミューズメント産業が提供するサービスの質的向上を目
指し、他業種の最先端のサービス提供の状況や先進的な取
り組みにより顧客が満足するサービスを提供しているアミ
ューズメント施設の視察を行う。 

（２）アミューズメント文化の海外への情報提供等〈海外市場
の拡大に向けた取り組み〉（ＡＭ国際委員会） 
海外のアミューズメント市場の拡大を目的とし、会員企業が
展開を行う際のリスク軽減に向けた方策や市場動向に関する
情報を収集し、会員に提供する。 
また、日本のアミューズメント製品の海外における競争力強
化や、良質な海外製品の日本市場への導入に資するため、海
外の実状視察や海外展示会（中国AAA、広州GTIなど）の情報
を収集し、結果を会員に報告して情報共有を行う。 
 

４．アミューズメント産業に関する展示会、講習会、研修会等
の開催 
（１）展示会「ジャパン アミューズメント エキスポ（JAEPO）」の
開催（JAEPO実行委員会） 
２０２１年２月５日（金）・６日（土）の２日間、幕張メッセにおいて
「ジャパン アミューズメント エキスポ ２０２１」を開催する。 

（２）関係法令、協会自主基準等に関する講習会の実施（広報
活動部会） 

 アミューズメント業界に関連する各種法令や協会の自主基準
に関する説明会・講習会等を開催し、会員並びに業界関係者に
広く有益な情報を提供する。 

 また、特に中小企業に対し新製品の時宜に適った発表の機会
を提供するほか、製品の開発意図をオペレーターにご理解い
ただくための説明会（新製品開発意図説明会）を開催し、業界
の活性化を図る。 

ＡＭマシン事業部 

2020.6② 

2018.6② 



５．アミューズメント産業に関する内外関係機関との交流の
促進 
（１）国内関係機関との交流 
 ①経済産業省などの関係官庁及び同省関係団体との交流を

行う。 
②消費者に適切な映像を提供することを目的とし、映像関連
の団体と映像表現の倫理に関する連絡会を開催し、団体間
の情報交換を行う。 

   映倫管理委員会 
（一社）コンピュータエンタテインメント協会（CESA） 

   コンピュータソフトウエア倫理機構 
   コンピュータエンタテインメントレーティング機構

（CERO） 
③（一社）コンピュータエンタテインメント協会、日本 e スポー
ツ連合（JESU）等の関係団体や（一財）デジタルコンテンツ
協会等の周辺業界団体との連携を保ち、各種の情報収集を
行う。 

④経済産業省が所管する「キャッシュレス推進協議会」に参画
し、情報収集と提供を行うことでアミューズメント業界にお
けるキャッシュレス化を推進する。 

（２）海外の業界団体との交流（ＡＭ国際委員会） 
アミューズメント産業に関する世界各国の法規制や商習慣等
に関する情報収集や市場調査を目的として、海外のアミュー
ズメント業界団体と協力関係の強化を図り、交流を促進する。
また、各国業界団体が業界視察として来日した際の表敬対応
を行う。 

（３）海外における知的財産権保護の活動 （ＡＭ国際委員会
／調査・統計部会―知的財産委員会） 
会員企業の有する知的財産権を保護するため、中国、台湾、
韓国等のアジアを中心として、模造行為に対する情報を収集
するとともに対応策を検討する。 
 

６．アミューズメント産業に関する登録の推進 
（１）アミューズメント機器の表示マーク制度（倫理委員会―倫
理審査委員会） 
 アミューズメント機器の健全性を保ち消費者に適切な製品を
提供するため、「健全化を阻害する機械基準」に基づく表示マ
ーク制度の周知徹底を図り、健全なアミューズメント機器が製
造・販売・流通・営業されるように努める。 

（２）AMプライズの表示マーク制度（ＡＭプライズ委員会） 
 ＡＭプライズの健全性を保ち、消費者に適正なプライズを提
供するため、ＡＭプライズマーク制度を適切に運用して健全
なプライズが流通するように努める。 

 
７．前各号に掲げるもののほか、この法人の目的を達成する
ために必要な事業 
 
 
 
 
１．総説 

ＪＡＩＡ施設営業事業部は、 
（１）アミューズメント施設が国民の余暇活動の一翼を担って

いることを自覚し、 
（２）青少年の健全育成にかかわる責務があることに留意し、 
（３）地域社会の人々と協調した防犯活動に積極的に参加し、 

もって、国民の理解と協力を得て健全な施設営業を推進する
ことを目的として、以下の諸活動を展開する。 
 

２．一般事業活動 
（１）公益事業活動 
①地域懇談会 
地域懇談会は、法令の規制緩和に関して重要な意義を有して
おり、長年にわたって全国で開催してきたこの活動が、２０１６
年６月の法改正の中で大きく評価を受けてきたところであり、

２０２０年度も、本部事業として全国展開する。各都道府県にお
いては、都道府県庁、都道府県警察本部、教育委員会、地域の
青少年問題に携わる方々と連携を密にし、懇談会を開催する。
懇談会では、相互に意見交換し、アミューズメント施設の健全
性の理解を高め、施設営業に資するとともに、事業部の諸活
動に理解を求める。 

②アミューズメント・ラブ・エイド 
 児童養護施設、養護学校、老人福祉施設などの方々をアミュ
ーズメント施設に招待し、あるいは機器を各施設に持ち込ん
で、アミューズメントに親しんで戴く「アミューズメント・ラブ・
エイド（愛の助け合い運動）」の催しは、当会の社会福祉事業
の一環として実施してきたところであり、当面は地域を限定
して開催していくこととする。 

（２）業界活性化事業活動 
 店舗活性推進委員会を中心として、市場活性化のための施策
を立案し、加盟会員の経営基盤の拡充に努める。 
①店舗運営能力向上に向けた企画 
 店舗運営の活性化にあたっては、ハードとしての遊技機器が
あるほかに、ソフト面としての店舗従業員の接客能力向上の
ためのデモンストレーションイベントを開催してきたが、より
多くの会員が参加できる「アミューズメントスタッフ検定」をＪ
ＡＥＰＯで開催し、店舗運営の収益向上や健全化の推進を図る。
さらに、ショー会場へ来場しなかった会員のために WEB でス
タッフ検定を受験できるシステムを構築する。 
②店舗運営活性化企画 

 店舗運営の活性化に資するため、会員店舗の情報共有体制を
構築。店舗運営のツール提供や、ゲーム機械に特化した研修
の実施などの経営支援施策となるような施策を図る。 

（３）研修事業活動 
①店舗管理者研修会 
 九州・沖縄地区本部の主導のもと、店舗運営の向上に資する
ため２０２０年度も引き続き、同地区本部において開催する。 

（４）広報事業活動 
 機関紙ＪＡＩＡプレスには、業界のトップ・ニュースをはじめ、理
事会や専門委員会などを開催したホットな話題、報告を掲載、
さらに、各地区本部、府県本部の活動内容、各地区で開催され
る地域懇談会、店舗管理者研修会などの開催状況、JAEPO な
どの各種イベントなどの開催状況の掲載、行政官庁からの啓
蒙活動の協力等、加盟会員に情報を発信し、業界への理解に
資するために管轄警察機関をはじめ、地域団体や関係諸機関
に配布する。 

（５）健全化事業活動 
 風適法及び、風適法施行条例等の法令を遵守し、健全営業の
徹底に努めるため、以下の活動を行う。 
①健全営業の徹底 

 業界が抱える各種の規制があるが、業界が規制緩和を要望
するためには、現行法規を厳守していることが前提となる。
このことを加盟会員全員が認識し、施設運営の健全化を徹底
する。特に 16 歳未満の年少者の立入り時間規制については、
大半の都道府県条例において、平成28年６月23 日の施行日
より、保護者同伴の場合の時間規制緩和が行われているとこ
ろであり、施設運営上での法令遵守を徹底する。 
②健全施設ステッカー 

 ＡＯＵステッカーは、加盟会員と非加盟会員とを識別し、店舗
のお客様には安心安全に過ごしていただける施設であるこ
とが周知されてきているところ、現在の認知度を維持しつつ、
「ＪＡＩＡ」ステッカーへのソフトランディングを視野に入れた対
応も行う。 

  このステッカーは、地域懇談会などでは加盟会員店舗に掲示
されていることを説明し、安心・安全なアミューズメント施設
であることを説明。また、会員には、店舗の健全性の確保に努
め、非加盟会員との差別化を顕著にすることにも繋がり、そ
の効果は大きい。 

③子供１１０番 

施設営業事業部 
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全都道府県全店で展開している「子供１１０番の家」活動を継続
する。行政当局及び全国防犯協会からも感謝されており、洩
れなく活動の輪を広げることにより、犯罪から子供や女性等
を守る地域活動に寄与する。 

④規制緩和の要請 
 ＪＡＩＡ法規部と連携し、引き続き、業界の適正運営に資する規
制の改正を要望していく。 

 
３．関係団体との連携活動 
（１）警察庁及び都道府県警察 
 ＪＡＩＡ法規部の事業として、警察庁との連携を密にし、施設営
業上の諸問題に関して協議し、国民的視野に立った規制緩和
について意見交換する。 
各都道府県警察本部との連携に関しては、営業にあたっての
法令上の問題点などについて意見交換を行い、業界からの
要望事項を伝える。また、各警察本部本部長以下の幹部及び
担当課を表敬訪問し、ＪＡＩＡの活動について説明し、理解を求
め、違法営業に関しての徹底的な取締りを要望する。 

（２）全国防犯協会連合会 
 全国防犯協会連合会（全国風俗環境浄化協会）が行う事業活
動を積極的に支援し、また連携を密にして、旧 AOU の活動に
ついて説明し理解と協調を求める。 

 
４．事業部内諸活動 
（１）施設事業部会（運営委員会） 
 旧ＡＯＵ理事並びにボードメンバーで構成、適宜開催し、ＪＡＩＡ
理事会・総会に付すべき案件その他重要な案件について審議
する。 
 
 
 
 

１．アミューズメント産業に関する調査研究事業 
（１）遊戯施設に関する調査研究（遊園企画委員会／遊園技術
委員会） 
 遊戯施設に関する建築基準法をはじめとする関係法令の調
査研究及び海外基準の情報収集・検討を行うとともにコンプ
ライアンスの周知徹底を図り、事故防止のための活動を一層
強化する。 
また、本年度新設の「遊戯施設の離隔距離」に関する告示に
ついて対応できるよう検討する。 
 

２．アミューズメント産業に関する情報の収集及び提供 
（１）遊戯施設に関する情報収集及び提供 
（遊園企画委員会） 
 遊園施設に関する部会員間の情報交流及び関係法令の改正
等関連情報の提供を行い、会員間の情報交換を行う。 
また、定期検査報告受付による遊戯施設の台数の取りまとめ
と地域・機種別の統計を行うなど建築関係法令以外の法令に
ついても情報提供を行う。 
 

３．アミューズメント産業に関する展示会、講習会、研修会等
の開催 
（１）遊園施設に関する安全対策の調査研究と安全管理講習
会の開催（遊園技術委員会） 
 多様化・高度化する遊園施設においては、日常の点検整備な
ど維持管理面における安全確保と日常営業における運転操作
など運行管理面からの安全確保がますます重要になってい
ることから、それらの観点から安全確保のための方策につい
て調査研究するとともに関連法規について調査研究する。 
本年度は、平成８年に作成した「遊戯施設 安全管理マニュア
ル」の改訂作業を技術委員会において行う。 
また、遊園施設の安全をテーマに例年開催している「遊戯施
設安全管理講習会」を開催する。本講習会は、昨年度９7 名の
受講者があり、本年度も概ね同様の受講者数が見込まれる。 

４．アミューズメント産業に関する内外関係機関との交流の
促進 

（１）遊園施設に関する国内関係官庁及び団体との交流 
（遊園企画委員会／遊園技術委員会） 
 国土交通省、経済産業省、特定行政庁などの関係官庁及び一
般財団法人日本建築設備・昇降機センターをはじめとする関
係団体との交流、役員・委員の派遣等を行う。 

（２）海外の業界団体との交流（遊園国際委員会） 
韓国のＫＡＡＰＡ（(社)韓国綜合遊園施設協会）等の遊園施設に
関する海外団体との情報交換などを行う。 

（３）ＩＡＡＰＡとの交流支援活動（遊園国際委員会／遊園企画
委員会） 
米国の国際的な遊園施設団体のＩＡＡＰＡとの情報交換等交流
活動を行う。 
 

５．アミューズメント産業に関する登録の推進 
（１）遊園施設に関する定期検査報告（遊園技術委員会） 
 建築基準法第１２条３項に基づく遊戯施設の定期検査報告制度
の調査研究と報告書の代行受付を行う。 

 なお、定期検査報告制度関連の関連法規等の改正等が行わ
れた場合は、その改正事項を調査研究し、関係者に周知徹底
する。定期検査報告台数については、概ね昨年度（２０２０年度）
とほぼ同数の１，０５０台を予定。 

（２）中小企業等強化法に伴う証明書の発行 
（遊園企画委員会） 

遊園地用設備に関し、平成３０年４月に施行された生産性向上
特別措置法に基づく、先端設備等導入計画について（経済産
業省中小企業庁）に基づく証明書の発行事業を行う。 
 

６．前各号に掲げるもののほか、この法人の目的を達成する
ために必要な事業 
 
 
 
 
１．アミューズメント・エキスポ事業 
 幕張メッセにおいて「ジャパン アミューズメント エキスポ２０
２１」を開催する。会員企業の製品発表の場、会員企業と業界関
係者との交流の場、あるいは、広く内外にアミューズメントマ
シンの楽しさ・すばらしさを広める場として２月５・６日に開催
する。また、開催初日には、ショー懇親パーティを都内ホテル
で開催する。 

 
２．業界実態調査 
 機器メーカー及び施設営業者などについての実態委託調査
を行い、「アミューズメント産業界の実態調査」として纏め、会
員及び関係諸機関・団体等に配布する。 

 
３．ゲームの日 
 11月23日をアミューズメントファン感謝デーとし、全国の各施
設が一丸となってゲームの日を開催する。 
感謝デーに並行して、施設利用者を対象としたアンケート調
査を行い、これを「ゲームセンター利用者調査」として取り纏
め、上記「実態調査」に編集して掲載し、施設利用者の実態紹
介資料として活用する。 
 

４．賀詞交歓会 
 ＪＡＩＡ主催の賀詞交歓会を、２０２１年１月１５日、東京において開
催し、業界関係者の親睦を図るとともに情報交換をする。 

以上 
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東京都 感染防止徹底宣言ステッカー 

ＪＡＩＡ店舗活性推進委員会（畦田在隆委員長）では、店舗データベース
（ＤＢ）システムの一環として会員各社にＰＯＰを無償配布する準備を進めて
いるが、会員からの問い合わせを背景に、コロナ対策のポスターを作成、配
信をスタートさせた。 

ポスターは全６種で、ダウンロード先は下記ＵＲＬ。画面には誰でも入れる
が、ダウンロードには右記画面の通りＩＤとパスワードが必要となっている。 

なお、大判印刷希望の際は、Ａ１サイズ１枚１，５００円、Ｂ１サイズ１枚２，０００
円で１枚から対応可能（大量の場合は割引有）なのでお問い合わせを。 

【ダウンロード先】https://www.arkfront.jp/jaia/  【ＩＤ・パスワード等のお問合先】haneda@jaia.jp 

 新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図りつつ、事
業を実施していくためには、店舗（事業所）等での感染防
止対策の徹底が重要との観点で、東京都では、事業者が
実施すべき感染防止対策を掲載したチェックシートを作
成。チェックシートにある感染防止対策をすべて実施し専
用フォームから申請すると取得できる「感染防止徹底宣
言ステッカー」の配布を開始した。 
 対象は、東京都内の施設、または都内で実施するイベ
ント。「感染防止徹底宣言ステッカー」を店舗等の目立つ
ところに掲示することで、業種ごとに取り組む対策を実
施していることが一目でわかり、安心して利用できる店
舗であることをアピールできる。同取組への協力を。 

2020.6⑥ 

2018.6② 

申請方法 
① 東京都防災ホームページか

ら「東京都感染拡大防止チェ
ックシート<ゲームセンター
編>」（右）を開き、店舗等の
実施状況を確認。 

② 未実施の対策がある場合
は、追加で実施する。 

③ すべての感染防止対策が実
施できたら、申請フォームか
ら「感染防止徹底宣言ステッ
カー」をオンラインで取得。
印刷して店舗等で掲示する。 

 
 

【東京都防災ホームページ 感染防止徹底宣言ステッカー】 
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/torikumi/1008262/1008420/index.html 

https://www.arkfront.jp/jaia/
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/torikumi/1008262/1008420/index.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７月は「青少年の非行・被害防止全国強調月間」です 
毎年７月（７月１日～３１日）は、内閣府主唱

の「青少年の非行・被害防止全国強調月間」
です。昭和５４年以来実施されているこの啓蒙
活動には、ＪＡＩＡも協賛団体として名を連ねて
います。ちなみに、参加省庁等＝各省庁、都
道府県、市区町村、協力団体＝２５団体（青
少年育成関係団体等）、協賛団体＝６２団体
（業界団体等）。 
令和２年度は、最重点課題を「ＳＮＳ利用に

係る子供の性被害等の防止」とし、重点課題と
して「有害環境への適切な対応」「薬物乱用対
策の推進」「不良行為及び初発型非行（犯罪）
等の防止」「再非行（犯罪）の防止」「いじめ・暴
力行為等の問題行動への対応」の５つが掲げ
られています。 
なお、取組にあたっては、「『新型コロナウイ

ルス感染症対策の基本的対処方針』（令和２
年３月２８日新型コロナウイルス感染症対策本
部決定）に基づき、『三つの密』を避けるなどの
まん延防止に努めるとともに、地域の実情に応
じた効果的な活動を行うこととする」とされてい
ます。 
今年度のポスターは、右写真。ＪＡＩＡ施設営

業事業部事務局から６月下旬、加盟会員の本
社宛に発送予定です。 
各位におかれましては、７月末まで店舗に掲

示し青少年の非行・被害防止にご協力下さい。 

【お問合せ先】 内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付 青少年環境整備担当 
ＴＥＬ０３－６２５７－ ＦＡＸ０３－６２５７－１９０５ 

https://www8.cao.go.jp/youth/kankyou/hikouhigai/gekkan.html 
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東京都のゲームセンター 
（アミューズメント施設） 
に対する休業要請解除 

都の要請に沿って、ＪＡＩＡ会員の皆さまに
休業の協力のお願いをしてまいりましたが、６
月 11 日、東京アラートが解除、同時に休業要
請の緩和の段階がステップ３に移行されたこ
とから、６月 12 日午前零時、休業要請の解除
となりました。会員の皆さまの真摯な対応に深
く感謝致します。 
 これより営業再開となるわけですが、新型コ
ロナウイルスの感染は終息とはなっておらず、
今後、第２波への警戒が必要である、とのこと
です。 
 会員の皆さまには、協会策定のガイドライン
を指針に、都の事業者向けガイドラインをチェ
ック項目として、貴施設の最適な感染防止策の
最適な感染防止策の実行に引き続き努めてい
ただくようお願い致します。 
※当件に関するお問い合わせは、ＪＡＩＡ本

部事務局（03-6272-9401）まで。 

東京都の新支援（6月 10 日付）のお知らせ 

 業界団体が作成した感染拡大予防ガイドラインの普及啓
発から、東京都ではガイドライン等に沿った都内中小企業
の具体的な取組までを支援する「新しい生活様式に対応し
たビジネス展開支援事業」（取組経費の一部を助成）を実
施。以下の通り募集を行います。 
（１） 助成対象 
令和２年 5月 14日現在、都内に登記簿上の本店または支店
があり、都内で実質的に事業を行っている中小企業者、一
般財団法人、一般社団法人、ＮＰＯ法人、中小企業団体等 
（２） 助成内容 
ガイドライン等に基づく感染予防対策費用 
●助成対象経費…内装・設備工事費、備品購入費 
●助成限度額…50万円（内装・設備工事費を含む場合は 100万円） 

●助成率…助成対象経費の３分の２以内 
●助成対象期間…令和２年５月 14日から 10月 31日まで 
（３）受付期間 
令和２年６月 18 日（木）～８月 31日（月）（予定） 
※申請方法等、詳細は以下ＵＲＬを参照してください。 

新型コロナウイルス感染拡大予防ガイド
ライン等に基づく取組を支援します！ 

https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo
/press/2020/06/10/10.html 

 

 



 

 ２０１４年３月２７日制定 
２０１９年９月２６日改正 

（一社）日本アミューズメント産業協会[ＪＡＩＡ] 

１．目的 
 アミューズメントマシンにより提供される景品についてその
種類、内容および営業方法を規定することにより、公正な競
争秩序を確立するとともに、景品提供営業さらにはアミューズ
メント業界の将来に向けた健全な発展に資することを目的と
する。 

２．定義 
 本ガイドラインで規定する景品とは風俗営業適正化法第２
条第１項第５号で規定されるゲームセンター等における営業
において使用される「遊技の結果が物品により表示される遊
技の用に供する遊技設備」で提供される物品をいう。 

３．景品の内容 
①景品の価額 

景品として提供する物品は小売価格でおおむね８００円以
下のものとする。 
小売価格とは、景品専用に開発された商品を除き、一般
市場における価格とする。 
なお、景品専用に開発された物品であっても１個あたりの
価格はおおむね８００円を超えてはならない。 

②景品の種類 
善良な風俗の保持、清浄な風俗環境の保持および青少年
の健全な育成に障害を及ぼす行為を防止する観点から、
ゲームセンター等における正常な商習慣に照らし適合す
ると認められる景品に限る。 
また、食品衛生法の遵守および他者の知的財産権を侵害
することがないようすべきである。 
以上の点を踏まえ、次に掲げる物品等をゲームセンター
等に設置されるアミューズメントマシンにおいて提供される
景品として製造・販売・流通してはならない。 
ⅰ たばこ、喫煙器具類およびこれらをモチーフにした物

品 
ⅱ 酒類、および酒をモチーフにした物品 
ⅲ 医薬品、興奮・めまい・幻覚等の作用を目的とする有

機溶剤や成分を含有する物品 

 

ⅳ 青少年の健全な育成や公序良俗を阻害する内容が
印刷または記録された各種メディア（図書、写真、フィ
ルム、ビデオテープ、ＣＤ－ＲＯＭ・ＤＶＤなどの記録
メディア類） 

ⅴ 性的な行為の用に供する物品および性器を模した物品 
ⅵ ショーツ、ブラジャー等の下着類 
ⅶ 金券類および類似品 
ⅷ 食品衛生法に抵触する材料を使用した物品 
ⅸ 偽造ブランド品や偽造キャラクターを使用したもの等、

他者の知的財産権を侵害している物品 
ⅹ 心身に危害を与える恐れのある物品（レーザーポイン

ター、刃物類） 
ⅺ 動物愛護の精神に反する恐れのある生物 

４．景品提供の方法 
①クレーン式遊技機等の遊技設備によりクレーンで釣り上げ
るなどした物品で小売価格がおおむね８００円以下のもの
を提供すること。 

②景品は、あらかじめ表示されている物品と同一のものでな
ければならない。 

③景品と異なる高額なものをデモンストレーションとして展示
してはならない。 

④カプセル内に品名や記号を記したチケットなどを入れ、こ
れを景品と交換してはならない。 

⑤提供した景品をもって他の景品と交換してはならない。 
⑥景品が手渡しで提供される仕組みの遊技の場合において
も、本ガイドラインの定めるところにより、景品の取り扱いを
行わなければならない。 

⑦風俗営業適正化法に定めるいわゆる４号営業に用いられ
るパチンコ機、パチスロ機に類する遊技機、メダルゲーム、
ビデオゲーム、フリッパーゲーム機等の遊技機を用いる遊
技においては、景品を提供してはならない。 

５．附則  

このガイドラインは、２０１９年９月２６日から適用する。 

 
 

2020.６⑧ 

2018.6② 

●ゲームの整備が完璧！ だから、とても面白く遊
べた。（山口・１９歳・♀） 

●店員さんがまともで本当にいい。（山口・１７歳・
♂） 

●店内がいつもきれいでとてもいいと思う。（山
口・４９歳・♂） 

●高齢者にも楽しく遊べるゲーム機があったらい
い。簡単に楽しく遊べるゲーム。（山口・６７歳・
♀） 

●音ゲー同士の間に防音の壁がないと隣の人に気
をつかうなー。（山口・２９歳・♂） 

●レトロゲームが少しくらい欲しい。（大阪・２９
歳・♂） 

●もう少し子供向けのゲームがあればよい。それか
ら音楽が大きいので会話の声が聞こえにくい。
（山口・４１歳・♀） 

●前回来た時はとても楽しく遊べたが、今日は機械
の故障が多かったりして、なんか、楽しさが半減
した。がっかりだった。（栃木・４０歳・♀） 

●ロッカーの数を増やして欲しい。（栃木・５１歳・
♀） 

●静かにできる場所も欲しい。（栃木・４１歳・♂） 
●ゲーム機の下にお菓子のくずが落ちていた。汚い
と思った。隅々まで掃除をした方がいいですよ。
（栃木・４４歳・♀） 

●メダルが詰まって落ちないプッシャーがあった。
それ以外はとても楽しかった。（栃木・３５歳・
♀） 

●施設内に時計があると助かる。トイレがきれいで
とても良かった。色々な料金割引システムがうれ
しい。（栃木・４８歳・♀） 

●ピカピカしてて楽しい。（栃木・１６歳・♂） 

ユ
ー
ザ
ー
の
声 

今年度の「青少年指導員養成講座・東京会場」（９月９日～１０日予定）、
「青少年指導員養成講座・大阪会場」（１１月１１日～１２日予定）、「全
国情報交換会」（沖縄にて１０月２１日～２２日予定）は中止とさせていた
だきます。ご理解の程よろしくお願い致します。 

お知らせ 


